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	製品名: PLIN2マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞内脂質貯蔵滴を覆うペリリピンファミリーに属する。このタンパク質は脂質球の表面膜物質と関連しており、脂肪組織の発達と維持に関与している可能性がある。しかし、これまで考えられていたように脂肪細胞に限定されるのではなく、線維芽細胞、内皮細胞、上皮細胞を含む幅広い培養細胞株、そして授乳期乳腺、副腎皮質、セルトリ細胞、ライディッヒ細胞、アルコール性肝硬変の肝細胞などの組織にも認められることから、多様な細胞種や疾患における脂質蓄積のマーカーとして機能する可能性が示唆されている。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっている。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	HepG2 細胞溶解物に対する PLIN2 マウス mAb を使用したウェスタン ブロット分析。
	

	PLIN2マウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	PLIN2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	PLIN2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	PLIN2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。

